
危 機 管 理 連 絡 課 ⾧ 会 議

令和６年８月９日（金）
13:30～

防災危機管理センター
５ 階 大 会 議 室



次 第

１．挨拶

２．議題

・ 令和６年８月８日に発生した日向灘の地震と

南海トラフ地震について

・ 地震への備えについて

３．その他



富山県危機管理連絡会議 解説資料

令和６年８月８日16時43分頃の日向灘の地震について
富山地方気象台
2024年8月9日13時

推計震度分布図各地域の震度



富山県危機管理連絡会議 解説資料

南海トラフ地震臨時情報（巨大地震注意）を発表
富山地方気象台
2024年8月9日13時

南海トラフ地震の想定震源域では、新たな
大規模地震の発生可能性が平常時と比べ
て相対的に高まっていると考えられます
今後、もし大規模地震が発生すると、強

い揺れや高い津波を生じると考えられます

※新たな大規模地震が発生する可能性は平常時と比べ
ると高まっていますが、特定の期間中に大規模地震が必ず
発生するということをお知らせするものではありません

政府や自治体などからの呼びかけ等に応じた防災対応をとってください
※モーメントマグニチュードは、震源断層のずれの規模を精査して得られるもので、地震発生直後に地震波の最大振幅から
計算し津波警報等や地震情報の発表に用いるマグニチュードとは異なります



富山県危機管理連絡会議 解説資料

南海トラフ地震の被害想定
富山地方気象台
2024年8月9日13時

「駿河湾～紀伊半島沖」に「大すべり域＋超大すべり」域を
設定した場合の津波高分布図複数の想定されるケースの最大値の分布



富山県危機管理連絡会議 解説資料

南海トラフ地震臨時情報（巨大地震注意）
富山地方気象台
2024年8月9日13時



富山県危機管理連絡会議 解説資料

南海トラフ地震 その時の備え（リーフレット）
富山地方気象台
2024年8月9日13時

リーフレット「南海トラフ地震 -その時の備え-」
https://www.jma.go.jp/jma/kishou/books/nteq/index.html



富山県危機管理連絡会議 解説資料

南海トラフ地震 地震予知について
富山地方気象台
2024年8月9日13時

気象庁ホームページより

https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/faq/faq24.html#yochi_2



分電盤タイプ
（ 後付型）コンセント タイプ

地震の発生に備えよ う

自ら の命、 大切な人の命を 守る ために、 今から 準備し ておき まし ょ う

家具の固定 非常用
持ち 出し 袋の準備

〒100-8122　 東京都千代田区大手町１ 丁目３ 番４ 号

電話： 03 -3212 -8341（ 代表）　 　 FAX： 03 -6689 -2917

気象庁ホームページ

https://www.data.jma.go.jp/svd/eqev/data/nteq/index.html

〒100 -8914　東京都千代田区永田町 1 -6 -1 中央合同庁舎8 号館

電話： 03-5253-2111（ 大代表）　    　FAX： 03-3501-6820

内閣府ホームページ http://www.bousai.go.jp/jishin/nankai/

発行日　 令和元年６ 月

水や食料の備蓄

避難場所や
避難経路の確認

感震ブ レ ーカ ーの設置 建物の耐震化

お問い合わせ先

南海ト ラ フ 地震は、 駿河湾から 日向灘沖に

かけて のプ レ ート 境界を 震源域と し て 、

過去に 大き な 被害を も た ら し て き た 大規模地震で す。

最 大震度７
南海ト ラ フ 巨大地震の

想定震源域

次の南海ト ラ フ 地震は

い つ起き て も お かし く あ り ま せん。

内閣府政策統括官（ 防災担当）付

参事官（ 調査・ 企画担当）

気象庁地震火山部地震予知情報課

南 海ト ラ フ

防災

想定さ れる 津波高

最大30m 超

－そ の時の備え －

知る こ と で あ な た と 大切な 人の命を 守る

南海ト ラ フ 沿いで 異常な現象が観測さ れ、その現象が南海ト ラ フ 沿いの大規模な

地震と 関連する かど う か調査を 開始し た場合、 ま た は調査を 継続し て いる 場合

観測さ れた 異常な 現象の調査結果を 発表する 場合

南海ト ラ フ 地震
臨時情報

観測さ れた異常な現象が南海ト ラ フ 沿いの大規模な地震と 関連する かど う か調査

を 開始し た場合、 ま たは調査を 継続し ている 場合

南海ト ラ フ 地震の想定震源域内のプ レ ート 境界において M 7.0 以上、 M 8 .0 未満

の地震が発生し たと 評価し た場合

想定震源域のプ レ ート 境界以外や、 想定震源域の海溝軸外側 50km 程度ま で の

範囲で Ｍ7 . 0 以上の地震が発生し たと 評価し た場合

ひずみ計等で有意な変化と し て捉えら れる 、 短い期間にプ レ ート 境界の固着状態

が明ら かに変化し ている よ う な通常と は異なる ゆっ く り すべり が観測さ れた場合

巨大地震警戒、 巨大地震注意のいずれにも 当て はま ら な い現象と 評価し た 場合

観測さ れた異常な 現象の調査結果を 発表し た後の状況の推移等を 発表する 場合

「 南海ト ラ フ 沿いの地震に関する 評価検討会」 の定例会合における 調査結果を

発表する 場合（ た だ し 臨時情報を 発表する 場合を 除く ）

調査中

調査終了

巨大地震警戒

巨大地震注意

（ 発表条件）

南海ト ラ フ 地震
関連解説情報
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南海ト ラ フ 沿いの想定震源域内のプ レ ート 境界において M 8.0 以上の地震が発生

し たと 評価し た場合

南海ト ラフ 地震

耳の不自由な
方向け( )



太平洋

西側

東側

地震発生

頭を 保護し て

机の下など

頑丈な場所に

隠れる

揺れを 感じ たら ま ず身を 守る 行動を
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南海ト ラ フ の想定震源域ま たはその周辺で

M 6. 8 以上の
地震が発生

南海ト ラ フ の想定震源域のプ レ ート 境界面で

通常と は異な る
ゆっ く り すべり が発生し た可能性

・ 警戒措置を 解除し 、さ ら に１ 週間、

　 地震への注意措置を と る 。

日頃から の 地震への

備えを 再確認 する 等

津波から の避難が間に

合わな い 一 部 の 地 域

で は 引 き 続 き １ 週 間

　 　 　 　 避 難 を 継 続

家庭で

ブロック 塀や電柱、

自動販売機など、

倒れる 危険のある

場所から 離れる

屋外で

津波の発生・ 襲来

に備えて、安全な

場所に避難する
沿岸部で

時間差で発生する 巨大地震に備えまし ょ う

～南海ト ラ フ 地震臨時情報～

1854 年

1854 年

1944 年

1946 年

M 8 .6 M 8 .2

M 8 .7 M 8 .4

〔 過 去 事 例 〕

約32時間後

安政南海地震 昭和南海地震

安政東海地震 昭和東南海地震

南海ト ラ フ 巨大地震
の想定震源域

約２ 年後

日頃から の地震への

備え を 再確認 する 等

日頃から の地震への

備えを 再確認 する 等

地震の発生に注意し ながら 通常の生活を 送る 。

ただし 、 大規模地震が起き る 可能性が

なく なっ たわけではない こ と に留意
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南海ト ラフ 地震臨時情報（ 調査中）

地震は一度では終わら ないかも
～時間差で起き る 場合も ～

※M はモーメ ン ト マグニチュ ード

※西側で先に大規模地震が発生する 可能性も あり ま す。
※１ 　想定震源域のプ レ ート 境界で M 8.0 以上の地震が発生

※２ 　想定震源域、 ま たはその周辺で M 7 .0 以上の地震が発生（ ただし 、 プ レ ート 境界の M 8 .0 以上の地震を 除く ）

※３ 　住民が揺れを 感じ る こ と がな い、 プ レ ート 境界面のゆっ く り と し たずれによ る 地殻変動を 観測し た場合など

・ 南海ト ラ フ 地震の発生可能性が通常と 比べて 相対的に 高ま っ た と 評価さ れた 場合に

　 気象庁から 「 南海ト ラ フ 地震臨時情報」 が発表さ れま す。

・ 政府や地方公共団体な ど から の呼びかけ 等に 応じ た 防災対応を と り ま し ょ う 。

通常の生活。ただし 、

大規模地震が起き る

可能性がな く なっ た

わけで はな い こ と に

留意

南海ト ラフ 地震臨時情報
（ 巨大地震警戒）

南海ト ラフ 地震臨時情報
（ 巨大地震注意）

南海ト ラフ 地震臨時情報
（ 調査終了）

１
週
間
〜

２
週
間

地震の発生に注意し な

がら 通常の生活を 送る 。

ただし 、 大規模地震が

起き る 可能性がな く な

っ たわけで はない こ と

に留意

南海ト ラフ 地震臨時情報（ 調査中）

防災対応を と る 必要あり 必要なし

プ レ ート 境界の
M 8.0 以上の地震（ ※１ ）

M 7. 0 以上の
地震（ ※２ ）

ゆっく り すべり
（ ※３ ）

それ以外

指定基準の概要

防災体制の確保、

過去の被災履歴への配慮

津波高３ ｍ以上で

海岸堤防が低い地域

震度６ 弱以上の地域

南海ト ラ フ 地震が発生し た ら ・ ・ ・

地震発生後の防災対応の流れ

発生から 5 分～30 分後

　 南海ト ラ フ 地震の発生に伴い、 関東から 四国・ 九州にかけて 極めて 広い範囲で 著し い

災害が生じ る おそれがあり ま す。 特に沿岸部で は津波によ る 甚大な 被害が生じ る 可能性

があり ます。 大き な被害が見込まれる 地域では、 南海ト ラ フ 地震に備える 必要があり ま す。

南海ト ラ フ 地震で

大き な被害が

見込まれる 地域
南海ト ラ フ 地震
防災対策推進地域



1

危機管理連絡課⾧会議（令和６年８月９日）

地震への備えについて

１．地震情報の収集、伝達に万全を期するとともに、連絡体制や参集体制の
再確認など、警戒体制を強化すること。また、休日・時間外における関
係機関との連絡体制を確認すること。

２．富山県地域防災計画や各部局で定める災害対応マニュアル等に基づき、
予防対策・安全対策に万全を期すこと。また、地震により被害が発生し
た際の初動対応や応急対策等についても手順の確認、再点検を行ってお
くこと。

３．学校の活動などがある場合には、児童生徒の安全確保に万全を期すとと
もに、公共施設の安全管理並びに県主催のイベントや行事については、
参加者等の安全を第一に考え、適切に対応すること。

防災・危機管理課



2

危機管理連絡課⾧会議（令和６年８月９日）

地震への備えについて

４．市町村から避難所として指定されている県有施設（県立学校等）におい
ては、円滑に避難所を開設できるよう、手順をあらかじめ確認しておく
こと。

５．災害が発生した場合には、被害の規模等を把握し、迅速かつ適切な応急
対策を行うとともに、被害の状況等については直ちに防災・危機管理課
へ報告されたいこと。

６．被災地への応援職員の派遣について、要請があった場合に迅速に対応で
きるよう、体制、手順をあらかじめ確認しておくこと。



1

危機管理連絡課⾧会議（令和６年８月９日）

県民の皆様へ
県民の皆様には、日頃からの地震への備えについて再確認を
お願いします。
１．家具の転倒防止

タンス、本棚、テレビ、冷蔵庫などの転倒防止対策を行ってください。
２．避難行動

市町村のハザードマップなどで避難場所や避難経路を確認してください。
３．食料や飲料水などの備蓄

食料や飲料水を最低でも3日分備蓄してください。また、非常持ち出し袋
を準備して、必要なものをすぐに持ち出せるようにしてください。

４．ご家族との連絡方法
職場、学校、外出先などで被災した場合に備え、ご家族との連絡方法や集

合場所などを確認してください。


